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アメリカの労働運動から学ぶ
レイバーノーツ大会に参加して

国民春闘共闘結成総会 2022年10月19日

全労連事務局次長布施恵輔

米国労働運動の基礎知識

 1986年AFL誕生→1935年全国労働関係法（ワグナー法）制定

 CIO（産別会議）の結成 1938年公正労働基準法制定

 1947年にタフトハートレー法制定（スト権制限、クローズドショップ廃止）

 1955年AFLとCIO合併 AFL –CIOに マッカーシズム（進歩派排除）

 組織化の波→世界大恐慌期の組織化、第二次対戦後の組織化、公民権運動

＊排他的代表性/exclusive representation 協約は3−4年に一回改定

＊労働権法/right to work （過半数の27州で組合に入らない「自由」が）

＊組織化するには＝全国労働関係法は排他的交渉単位制度を採用しており、
この制度の下においては、労働組合を組織する場合には、交渉単位の労働
者の30％以上の賛成署名を集めるとともに、選挙において労働組合は過半
数の支持を得なければならない。
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米国労働運動と全労連との関係

AFL –CIO 米労働総同盟・産別会議

組合員 約1250万人 55産別組織
①自動車, ②公務, ③鉄鋼, ④教職員, ⑤郵便, ⑥消防, ⑦電 機, ⑧建設, ⑨俳
優・芸術家, ⑩航空, ⑪農場, ⑫鉱山, ⑬海員, ⑭鉄道, ⑮繊維, ⑯ホテル・レス
トラン ⑰流通

51州組織、約500の地域協議会 ITUC、TUCA加盟

ビジネスユニオニズム／労働リベラリズム

階級闘争ユニオニズム by Joe Burns

レイバーノーツ/Labor Notes大会

レイバーノーツ＝1979年創立

雑誌発行、労働学校・ワークショップ

 2年に一回大会（交流集会）次回は2024年4月19-21日

 2012年から全労連は参加

「労働運動に運動を取り戻す」がスローガン

職場民主主義、rank-and-file組合運動

教員、製造業、医療などあらゆるたたかう活動家が参加

→間違いなく今年の大会が最高、4000人参加、250のワークショップ
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この間の組織化成功の事例

・2022年前半で、認証選挙申請が57％増
・組合への支持が60年代以降最大、71％
・特に青年層での組合支持が高い

組織化の広がり＋組合のたたかいの活性化
・Googleの親会社AlphabetなどIT関係
・MIT、コロンビア、UCなど院生講師
・メディア、芸能
・自然史博物館、シカゴ美術館、、、

そしてスタバとアマゾンの組織化

アマゾンの組織化
 22年4月、ニューヨーク市スタテン島のAmazon配送倉庫

JFK8で認証投票に勝利（賛成２６５４票、反対２１３１
票）し米国初のAmazon労組結成

 8000人以上が組織化され、隣のLDJ5の組織化に着手

 100の配送センターに広がる動き

 激しい組合攻撃（昨年430万ドルを組合潰しに支出）を跳
ね返した「組織化」

 独立労組のたたかい
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Amazonでの組織化、その後

 徹底した関係構築・対話 労働者主導（Worker-led organizing）

 職場の人間関係を把握、関係作り、対話と教育

 ユニオンバスターに対抗し家族的な雰囲気を作って働きかけ

 結成後→労働組合の支部活動の構築

10月に入って相次いだ火災→JFK8で650人がシフト放棄

事実上の抗議ストで60人が停職

スターバックスの組織化

 21年12月にニューヨーク州バッファローで最初の
スタバ店舗で労組結成

 選挙申請は21年に14件、22年に入って5月22日ま
でに263件（１日１.9店舗のペース）

 5月24日までの89の選挙で77店舗で勝利、勝率
87％ 2300人以上、現在約230店舗で組織化

 Starbucks Workers UnitedはSEIUに加盟

 ボストン市内の店舗のカイラ・クレイさん→

「昨年11月まで組合を全く知らず、ググった」

「組合は第３者」という攻撃を乗り越え組織化
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2018年以降 教員スト、
Striketoberからの組織化の波

2018年のスト参加数（連邦政府統計局）

48万5000人 （1000人以上のみ、86年以降最大）

うち37万５千人が教員、7万５千人が介護労働者

2021年のストの波 Striketober

 ジョンディア社 １万人

 ケロッグ社 ４千人

 カイザー病院 ３万人

 ハリウッド ６万人

→公務から民間、サービス業に

→22年も続く

背景：労使関係、産業構造の変化、COVID‐19

 経営者からの労組全面攻撃（80年代以降、グローバリゼーション）

 雇用の流動化、不安定化 労働者構造の変化

最新の統計が示す４大産業

貿易・運輸・Utility＝2410万人、教育・医療＝2100万人

専門・ビジネス＝1760万人、レジャー・観光＝1340万人

製造業は880万人（1970年代は2100万人）

→小売1350万人、運輸・倉庫460万人、医療1410万人、教育370万人

社会支援360万人、弁護士・会計士・学者など790万人、事務職770万人

組織化は広い分野で進みつつある Worker-led Organizing

Amazon、スタバ ： 教員、医療・介護、客室乗務員 ： Alphabet、MIT、NY Times
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米国の青年の変化と組織化モデル
 ミレニアル世代（1981〜96年生まれ）26−41歳、Z世代
（97年〜2012年生まれ）10-25歳 中央値が38歳

 社会主義に好意的 Z世代：49％、ミレニアル世代：47％

 人種構成変化、圧倒的な貧富の格差、さまざまな社会運
動

 リーマンショック、格差の拡大、学生ローン、医療保険
（Medicare for All）、銃規制

気候変動、ジェンダー、LGBTQ

They Want a Union!
青年が求めているのは労働組合
→労働者/当事者主導の組織化モデルの変化と実践

バイデン政権は近年になく労働者、
労働組合を支持している

労働長官に建設労組出身者を任命

全国労使関係委員（NLRB）委員の人選

労働省令でギグワーカーを労働者として

分類するよう求める新基準発表
8月には連邦人事局が連邦職員新たに30万人が組織化可能と発表

（海軍51,650人、陸軍43,831人、農務省30,003人、内務省27,438人など）

この機会を第3の高揚にできるかが米国労働運動に問われている
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米国の労働組合はどうたたかい、再生しつつあるのか
1930年代の産別運動、60−70年代の公務の組織化 →３番目の高揚

保守、新自由主義克服の運動モデルを脱却
Social Justice Unionism 社会正義労働運動、社会的労働運動

シカゴ教員組合 （CTU）の例で考えると
どこにでもある普通の官僚的組合 公民権運動で黒人教員採用に反対
70年代までの相対的安定 パターン協約モデルによる攻撃にも我慢
自分たちの利益最優先、人権や社会正義に背を向ける→ここを変える

→2012年9月に１週間のストライキ （保護者と地域社会、生徒が支持）
労働組合には力がある、ストライキは今も有効かつ最強と示した
労働者と市民は対立するという固定概念をくつがえす

徹底した職場の組合員の組織化＝rank-and-fileユニオニズム
既存の組合運動の活性化と新しい分野の組織化

リスクを恐れない、大胆な要求、失敗を恐れない→労働者自身が行動

米国で広がる組合の組織化モデル
VS サービスモデル

（ジャーナリストギルドの資料参照、一部抜粋）

組織化モデル サービスモデル

権利、協約を重視し、
集団的な力の行使に

集中

使用者との良好な
関係が最重要

組合員の組
合に対する
見方

自身が組合そのもの、
自主的に活動を組織
し活動に参加する

役員が長く変わらず、
役員や組合スタッフの
ことが組合だと思って

いる

組合とは 組合員が広い運動につな
がっていると思える。労働
組合で職場を変え、世界を
より良くすると思える。

組合な専門集団で運動
体ではないと考える。
組合費に見合ったサー
ビスを提供するもの

労働者自身が考え、行動し、運動をつくる
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これから必要な批判的思考力
「適応」と同時に「抵抗」する力

どんな社会が到来しつつあるのか
先行き不透明、予測困難、デジタル社会、Society5.0 Postコロナ
変動制、不確実性、複雑性、曖昧性 （VUCA）
「事態を個人主義的に乗り切る」発想が主流に

学力競争→入試→自己責任論への取り込み→椅子取りゲーム
としての就活→自己責任意識と企業社会への順応を迫られる

適応力と同時に抵抗する力
自分を変えることで適応する 社会/職場を変えることで適応する
必要な時には抵抗し、変革も試みる →労働組合でできること

新しい社会運動、ツール、組織が起こす労働者に起こす変化
労働組合での成功事例を広げ、共有する

私たちは古い世界を終わらせるためだけでなく、
新しい世界を作っているのだ バーバラ・マデローニ

組織化、たたかいを通じて、互いの社会的関係と知識を得る方
法を変革し、自分と他人との関係、自分と世界との関係を作り
変える。・・・尊厳と民主主義に根ざした関係構築を目指すこと
は小さなことに見えるかもしれないが、その小さな取り組みが可
能性を生み出し、条件が揃えばより広い行動につながっていく。

資本主義の核心は、人間性と尊厳を奪っていくこと。組織化は
その場にいる人間の尊厳に対する変わらぬ敬意を構築するス
ペースを作り出すことから始めなければならない。・・・組合員は
運動構築の取り組みの主体であり、正義をもたらす世界の変革
の主体だ。

月刊全労連
21年8月号より

12月に来日予定 12月22・23日に学習講演会を予定しています！！



 

 
組織化モデル サービス提供モデル 

雇用主に対する姿勢 

労働者の権利、労使協約を守らせ

る。もっとも重要なことは、連帯の

力を強化すること 

経営陣との良好な労使関係がもっ

とも大切 

組合員の組合に対する意識 

組合とは自分たち自身のことだと

思っている。自発的な組織化活動を

歓迎している。組合の勝利に一人ひ

とりが責任を持つ 

指導部はめったに替わらない。組合

とは、執行部か専従者のことだと思

われている。組合がなにかしてくれ

るのを期待している 

職場の問題の扱われ方 
「問題」が何か、集団的な取り組みを

通じて明らかにする 

専従者や執行部は、問題解決に組

合員をできるだけ、ときには全くか

かわらせない 

問題の解決のされ方 
組合員が問題解決に関わる方法が

きちんと保証されている 

組合員は、専従や執行部がノロノロ

と問題解決するのを静かに待つよ

うに言われる 

職場委員の選出方法 労働者間からの選挙もしくは選出 執行部による任命 

団体交渉 

大人数の交渉委員。交渉の過程は

公開されている。組合員には最新

の情報が共有されている 

限られた人数の交渉団。妥結するま

での間、交渉の過程は秘密にされ

る 

戦略と戦術 
組合員の自発性・創造性が歓迎さ

れる 

雇用主にプレッシャーを与えるの

に、組合員の参加を求めることに消

極的 

未組織労働者の組織化 

組合は組合員と未組織労働者の全

労働者を代表する。産業の中での

パワーを高めるために、つねに組織

化に取り組んでいる 

組織化に否定的だし、かつ組織化も

できない。新たに組織化された労働

者に恐怖感を覚える 

労働運動に対する見解 

組合員はより大きな労働運動との

つながりを感じていて、他の組合の

たたかいの連帯に関わっている 

運動の一員とは捉えず、むしろ職能

団体と感じている 

基本理念 
組合は変革の担い手。職場を変え、

世界をよくするのは労働者 

組合は取引の担い手。サービスを提

供する見返りが組合費 

組織化モデル 
サービス提供モデル 

VS 

メディア産業を活気に満ち、持続可能で、多様性があって、公平な産業にするために、民主的で、組合員主導の労

働組合は必要不可欠です。私たちは労働運動で「いつものやり方」としてあまりに拡がってしまった「サービス提供

モデル」は採用しません。かわりに、労働者が一緒になることで生まれる巨大なパワーにもとづく「組織化モデル」を

通じて、労働組合を強く大きくします。 

全米新聞労働組合 ニューヨーク支部 Chris・Brooks氏 作成 全労連国際局訳 



ビジネスユニオニズムと階級闘争ユニオニズムの比較 

 ジョー・バーンズ著『Class Struggle Unionism』2022 年刊、第３章より 

 

 ビジネスユニオニズム 労働リベラリズム 階級闘争ユニオニズム 

事例 1950 年代から８０年代

の多くの AFL-CIO 加

盟組織。現在の建設労

組、自動車労組など支

部や単産段階も含む 

SEIU、多くのワーカー

センター、多くの地域

評議会 

現在の UE、歴史的には

IWW、ILWU。他にシカ

ゴ教員組合や1930年代

の左派組合など 

職場組織の比較 職場組織が存在しても

官僚的な場合が多い 

多くは職場組織を放棄

し、権限は職場から離

れた本部が中央集権的

に担う 

職場の組織が組合の中

心部分であるように実

践されている 

組合民主主義 組合として役員選挙と

規則、スト投票などは

あるが、民主主義より

官僚主義が重視される 

重視されておらず、時

にビジネスユニオニズ

ムより反民主的。ワー

カーセンターの多くは

組合のような民主的制

度を欠いている 

職場からの組合民主主

義が実践されている 

中産階級の役割 職場からトップの指導

部が選ばれるが、専従

スタッフ頼みの組合が

多い 

理論家が指導しそのほ

かの役員は中産階級。

中産階級の活動家と指

導部は明確に区別 

労働者階級が組合を運

営することが基本 

未組織に組織化に

対する態度 

軽視している 90 年代に現在の組合員

を組織化した時には最

優先事項だったが、そ

の後、政策的に組合員

の労働水準引き上げを

重視するように 

優先度は高いが、既存

の組合員を犠牲にはし

ない。 

社会課題に対する

態度 

多くは中道的、保守的

な対応 

進歩的 進歩的/大変進歩的/左

派 

経営者との紛争の

比較 

対決は可能だが避け

る、多くは労使協調 

組織化の時は対立する

がその後は協調姿勢 

対決を重視する 

「労働リベラリズムの限界はパワーの理解にある」 


